
歯と口腔の健康から豊かな人生を考える
－地域包括ケアシステムにおける歯科の役割－

益田鹿足歯科医師会 地域医療対策室参事
ことぶき歯科医院 齋藤寿章



歯と口腔の健康から豊かな人生を考える

◼健康を推し進めて目指すものは

◼歯科の役割を整理する

◼エビデンスの収集・構築と調査・研究の成果

◼地域の施策形成(社会実装)への試み

◼今後に向けて



健康を推し進めて目指すもの

島根県・島根県歯科医師会：口腔保健教室．2004年．改変.

健康

知識や技術の提供

住民・専門家の参画

健康を支援する環境づくり
（国の政策・自治体の施
策・団体や組織の支援）

豊かな人生・安寧
(Well- Being)

健康長寿・QOL
健康寿命の延伸とQOLの向上



歯 数

咀嚼能力

嚥下機能
唾液分泌

う蝕・歯周病の
予防と治療
他病変のチェック

セルフケア能力
の維持・向上と
口腔の保清

地域包括ケアシステムにおける歯科の役割を整理する

第６期（平成２７〜２９年度） 島根県老人福祉計画・島根県介護保険事業支援計画より「歯科医療」、「日常の歯科医療」等を追加した

日常の歯科医療

歯科医療

定期的に受診して・・・

口腔機能の向上 栄養改善 運動器の機能向上

がん・糖尿病・脳卒中
心筋梗塞・認知症

●がん治療・周術期等の支持療法とし
ての口腔機能管理
●歯周病と糖尿病・循環器系との関連
●誤嚥性肺炎の予防
●認知症対応

【保健事業と介護予防の一体的実施】
後期高齢者歯科口腔健診にょる低栄養
のスクリーニングと事後措置の確立

在宅における
栄養管理

栄養ケアの受皿

炎症の軽減と構造・機能の維持
生活習慣病の予防・重症化予防と介護予防

社会参加

栄養改善口腔機能の向上 運動器の機能向上

社会参加

8020

口
腔
機
能
低
下
症

の
診
断
と
治
療

オーラル
フレイル対策

多職種間のセルフケアの評価・共有

在宅医療
自分で可能なセルフケア
介助が必要なセルフケア
切れ目のない口腔健康管理

ICFにおけるセルフケア
・身体各部の手入れ
→歯の手入れ（歯磨き、歯間清掃、

義歯の手入れ）

・食べること
・飲むこと
・健康に注意すること

歯科

医療情報の共有

学校との連携強化
疾病予防の起点

医科歯科連携

歯科の役割は
「健康推進」

病気になる前から、病気になっても、継続的な
口腔管理で健康寿命の延伸とQOLの向上を目指す



要介護状態の高齢者の楽しみは？

加藤順吉郎：福祉施設及び老人病院等における住民利用者（入所者・入院患者の）の意識実態調査分析の結果．愛
知医報，1434，2-14．1998． 複数回答可か

１位 ２位 ３位

特別養護老人ホーム

（9施設 n=773）
食事 44.8％ 行事参加 28.0％ 家族訪問 25.3％

老人保健施設

（13施設 n=1324)
食事 48.4％ 家族訪問 40.0％ 行事参加 35.2％

老人病院

（9病棟 n=362）
食事 40.0％ 家族訪問 39.4％ テレビ 28.3％

療養型病院

（1施設 n=50）
食事 55.1％ 家族訪問 55.1％ テレビ 30.0％

エビデンス：古いですが



細川 陸也(京都大学 大学院医学研究科), 近藤 克則, 山口 知香枝, 岡田 栄作, 尾島 俊之：健康寿命および平均寿命
に関する高齢者の生活要因の特徴．厚生の指標. .67巻7号．31-39頁．2020.7．

益田鹿足歯科医師会

【研究方法】 全国85の市区町を分析対象とし、健康寿命を
算出し高齢者の生活要因との関連を調べた。

【結果】 男性では、趣味の会、スポーツの会、ボランティア
の会、外出の機会、歯科医療機関への通院割合の高い
市区町ほど健康寿命が長かった。女性でも、歯科医療機
関への通院は関連していた。

健康寿命に関連する高齢者の生活要因は？

自治体レベル・地域ぐるみで歯科受診を勧奨しよう

エビデンス：厚生の指標



益田市の定期の歯科受診者の割合

健康ますだ市21アンケート調査（益田市健康増進計画の評価調査：5年おきに実施）

地域の調査



健康寿命の指標は？

健康寿命のあり方に関する有識者研究会

主指標：日常生活に制限のない期間の平均

副指標：自分が健康であると自覚している期間
      の平均

主観的健康感（観）
健康度自己評価



益田市の施策における目標（基本理念）

第９期 益田市高齢者福祉計画・益田市介護保険事業計画より



主観的健康感と口腔機能は関連してる？

令和２年度 島根県歯科医学会にて発表

【研究方法】 平成28年度益田市日常生活圏域ニーズ調査か
ら口腔機能と主観的健康感との関連を調べた。

【結果】 主観的健康感と関連のある性・年齢・経済状況・運動
機能・活動能力・疾病の罹患状況等様々な要因を調整しても、
口腔機能が低下している者はそうでない者に比べて主観的健
康感が低下しているものが多く観察された（オッズ比2.54）。

口腔機能は健康寿命を延ばす上で重要です

地域の調査・研究



主観的幸福感と口腔とは関連してる？

令和3年度 第61回島根県保健福祉課環境研究発表会にて発表
高齢者の歯科口腔保健と主観的幸福感との関連について〜令和元年度益田市日常生活圏域ニーズ調査から〜
益田鹿足歯科医師会：◯齋藤寿章，西 一也，納富 幸，白上憲和，椋 秀雄，澄川裕之，永田宏之，小村尚徳

【研究方法】 平成28年度益田市日常生活圏域ニーズ調査から
口腔関連要因と主観的幸福感との関連を調べた（682名）。

【結果】 主観的幸福感と関連のある性・年齢・経済状況・運動
機能・活動能力・疾病の罹患状況等様々な要因を調整しても、
噛み合わせ良くない者、定期の歯科受診していない者はそう
でない者に比べて主観的幸福感が低下している者が多く観察
された（それぞれのオッズ比1.78、1.60）。

噛み合わせと定期受診は幸福感を考える上で重要です

地域の調査・研究



主観的咀嚼能力客観的咀嚼能力
（グミ15秒値）

口腔乾燥感

うつ状態

現在歯数 アイヒナーの分類（小臼歯・大臼歯群の咬合）

客観的咀嚼能力と主観的咀嚼能力は
それぞれ独立して栄養に関連している

抜歯適応の歯数齲蝕の通院

歯科診療所に通院
している高齢者の

栄養

MNA評価項目

【MNAスクリーニング項目】

A 食欲不振・消化器系の問題

B 体重の減少

C 自力歩行

D 精神的ストレス・急性疾患

E 神経・精神的問題

F BMI

【MNAアセスメント項目】

G 生活の自立

H 多剤の内服

I 身体の圧痛・皮膚潰瘍

J 食事の回数

K たんぱく質の摂取

L 果物・野菜の摂取

M 水分の摂取

N 食事の状況

O 栄養状態の自己評価

P 健康状態の自己評価

Q 上腕の中央の周囲長

R ふくらはぎの周囲長

口腔の客観的評価項目
が共通して関連していた
栄養・食品

高脂血症
狭心症・心筋梗塞
肝炎・肝硬変

「その他の」消化器
の病気
アトピー性皮膚炎
腰痛症、骨粗鬆症
貧血・血液の病気

Wilcoxon検定、Pearsonのχ２乗検定、TukyのHSD検定、ロジスティック回帰分析において5％の有意水準で有意であったものを矢印で結んだ

「食べる機能の低下の流れ」（島根県健康福祉部高齢者福祉課:これからの介護予防の方向性と着眼点.平成17年3月）のイメージに、
「平成25年度高齢者の口腔機能と栄養との関連調査」（島根県歯科医師会）の結果をもとに栄養との関連イメージを追加した. 

高齢者の口腔機能と栄養との関連
平成25年 高齢者の口腔機能と栄養との関連調査から 

歯数・客観的咀嚼能力といった評価指標は低
栄養のスクリーニングにおいて重要である



重要知見 現在歯数の少ない者では、野菜・果実・きのこ・豆・肉・魚介・乳・油脂類の摂取 
  量が少なく、穀類の摂取量が多かった

安藤雄一，三浦宏子，若井健志他：歯の保有状況と食品群・栄養素との関連（その１）．厚生労働科学研究費補助金
（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業）分担研究報告書．153-164頁．2011年度．図はイメージ．

摂取食品の多様性の低下



重要知見 現在歯数が少なくなると、たんぱく質・食物繊維・ミネラル類・ビタミン類の摂取減
  と炭水化物の摂取増といった栄養摂取バランスの崩れに繋がる

安藤雄一，三浦宏子，若井健志他：歯の保有状況と食品群・栄養素との関連（その１）．厚生労働科学研究費補助金
（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業）分担研究報告書．153-164頁．2011年度．図はイメージ．

摂取栄養素のバランスの崩れ



咀嚼・咬合と心身の健康とどの程度関連してる？

令和5年度 日本老年歯科医学会学術大会にて発表

【研究方法】 令和2年度の島根県後期高齢者健診・歯科口腔健
診(医科・歯科)突合データ7,462名のうち欠損値を除外した2,548
名を解析対象として咀嚼・咬合と心身との関連を探索的に解析
し、共分散構造分析を行った。

【結果】 後期高齢者における主観的健康感と生活満足度は心
身の健康状態を構成し、咀嚼と咬合、食事満足度、生活機能、
疾病状況から影響を受けていることが示唆された。特に咀嚼と
咬合については、食事満足度を経由して他の潜在変数より強く
心身の健康に関連していることが示唆された。

LEDO研究・発表



咀嚼・咬合と心身の健康とどの程度関連してる？

令和5年度 日本老年歯科医学会学術大会にて発表
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咀嚼と咬合は食事満足度を経由して他の潜
在変数より強く心身の健康に関連していた

後期高齢者においては
歯科の専門領域である
「咀嚼と咬合」から心と身体
の健康に貢献できそうです

重要：咀嚼と咬合が心身の健康に貢献



後期高齢者のBMI低値と咀嚼能力の低下は介護認定に関連する？

令和7年度 日本老年歯科医学会学術大会にて発表

【研究方法】 令和2年度の島根県後期高齢者健診（医科）データ
28,204名のうち欠損値等を除外した19,722名を最大2年間後方
視的に追跡調査し、BMI 低値と主観的咀嚼能力低下が要支援
以上の介護認定と関連するかを性・年齢・生活機能・既往歴含
めて生存時間解析を行った。

【結果】 BMI低値に加えて咀嚼能力低下は要介護認定のリスク
を高めることが示された。後期高齢者健診のBMI低値かつ主観
的咀嚼能力低下該当者への組織的な歯科受診勧奨が望まれる。

LEDO研究・発表：医科歯科連携の必要性について



後期高齢者の痩せでしかも噛めない者は介護認定のリスク高い

医科の健診から歯科受診を勧奨する組織的な仕組みづくりが必要

重要：介護予防の医科歯科連携



後期高齢者の口腔の健康状態は自立喪失に影響するか？

Effect of health on functional disability and mortality in older adults in Japan : a cohort study.
The Lancet Healthy Longevity Vol.5 November 2024,

【研究方法】 平成28（2016）年から令和4（2022）年までのLEDO健診デー
タのうち欠損値やベースライン時に機能障害のある者を除外した2,1881
名を後方視的に追跡調査し生存時間解析した。口腔の健康状態の評価
項目は、歯数、主観的・客観的咀嚼能力、歯周組織の状態、機能的嚥下
障害、舌の可動性、構音機能、口腔衛生、未処置歯、上顎・下顎の義歯
の適合、口腔粘膜疾患、口腔乾燥状態とした。

【結果のひとつ】 集団寄与危険割合（PAF：集団における要因の影響力
の強さ）は、機能障害（要介護２度以上）、死亡ともに客観的咀嚼能力が
最も高く、歯数、歯周組織の状態、主観的咀嚼能力も双方に影響力を
持っていた。

LEDO Study：Lancet HL





歯科が自立喪失予防に大きく貢献できる可能性が示されました

最重要：咀嚼が健康長寿に貢献



LEDO健診
事後措置

ハイリスクアプローチ

歯科口腔健診からの
低栄養改善事業

客観的咀嚼能力が「弱い」または
「かなり弱い」の判定で、できるだけ
早期に栄養指導が必要であると歯
科医師が判断した場合には健診受
診者の了解を得て益田市に情報提
供することになっている



益田市 施策形成－目標設定－

◼健康増進計画（2021〜2030）

◼食育推進計画（2024〜2030）

◼高齢者福祉計画・介護保険事業計画（2024〜
2026）

◼データヘルス計画・特定健康診査等実施計画
（2024〜2029）













【特定保健指導】
初回面接後に歯科衛生士に指導内
容を保健指導票に記録してもらうこと
で、次回指導時に歯科衛生士が従
事できない場合でも栄養士や保健師
が歯科指導を実施することができた

【介護予防】
いきいき100歳体操において、低栄
養、オーラルフレイル、認知症予防
に加え、骨粗鬆症予防についても
健康教育・健康相談を実施した

評価指標【要介護認定率】
計画策定時：20.7%
R6年度：20.21%
R7年度：20.48%



ACP
歯科編
もしもの時のために、それはいつ？
認知症になった時？セルフケアが思
うようにできなくなった時？
自分が受けたい歯科治療や口腔ケア
について伝えておきませんか？



人生会議
益田市在宅医療介護連携支援センター
リーフレット



学齢期
医療放棄防止
疾病予防の起点
全ての小中学校へ

課題
学校での健康教育の
計画策定の場がない
（個々の学校ではなく地域全体の）

健診をき っ かけに健口習慣
けんこ う し ゅ う かん

続けまし ょ う ！ 
 

子ども のこ ろ から  

お口のチェ ッ ク ！ 
 

 

♥ かかり つけ歯科医で 

定期的にチェ ッ ク し て 

も ら いまし ょ う  
 

♥ むし 歯や歯肉炎を 

放置し ないで進行予防の 

処置や治療を受けまし ょ う  
 
♥ 成長・ 発育に応じ たブラ ッ シング方

法を身につけまし ょ う  
 
 

むし 歯や歯肉炎にし ないこ と が大事です 
歯も 身体の一部です 大切にし まし ょ う  

 

益田鹿足歯科医師会 

益田児童相談所・ 益田教育事務所・ 島根県益田保健所 

―自分の歯を一生大切にし まし ょ う ― 

適切な仕上げ磨き の方法 

を身につけるこ と も ね！ 

 

調査は2017年から毎
年実施している



益田市小中学校の児童・生徒の定期歯科受診状況

「歯と口の健康管理についてのアンケート調査」2017年から実施．全ての小学校1・3・5学年、中学校1・3学年を対象．
2025年までの予定としているが必要があれば継続ということで今後についてはICTの活用も含めて検討中．
この質問以外に、ブラッシング指導状況、フッ化物洗口希望の項目あり。

「歯と口の健康管理についてのアンケート調査」
2019年からアンケート内容が固定された
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健康ますだ市21推進協議会
歯科部会の目標は小中学校100％



著作権あるため印刷せずに提示のみ

歯科医療提供体制の予測



今後に向けて

◼地域包括ケアシステムの歯科の役割は「健康推進」と
考える：診療所と病院の役割・公衆衛生活動

◼「健康推進」の目標は健康寿命延伸とQOLの向上

◼エビデンンスや調査・研究の成果を住民に浸透させる

◼様々な計画に組み入れて実効性をもたせる

◼多職種間共通の指標をもち成果を共有する

◼歯科医療従事者の人的確保も急務と考える



おわりに

エビデンスの社会実装に向けてChatGPTから

◼ポイント

⚫「歯科が単独で頑張る」のではなく、医科・介護・
行政が歯科を“使える仕組み”に入れること

◼キーワード

⚫”頑張り”ではなく”ルール化”すること
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